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●震災復興対策事業
・住宅災害復旧等補助金（事業費：1,500万円）
　東日本大震災で被災した住宅などの原形復旧を行う所有者へ工
事費の一部を助成し、住宅の早期復旧による住家の安全対策を支
援します。
・宅地災害復旧補助金（事業費：300万円）
　東日本大震災で被災した宅地の法

のり

面
めん

や擁壁などの原形復旧を行
う所有者へ工事費の一部を助成し、宅地の早期復旧による住家の
安全対策を支援します。

●放射能対策事業（事業費：１億3,103万８千円）
  空間放射線量の測定や食品などの放射能測定を実施・公表することで
放射能汚染への市民の不安を払拭していきます。
　また、平成24年度に策定した除染実施計画に基づき、引き続き除染
の実施に取り組み、原発事故前の安心・安全な生活環境を一刻も早く
取り戻すため、放射線量の低減化を図っていきます。
　さらに、焼却灰の収集・保管も、地域住民の理解を得ながら、各地
区ごとの仮置き場設置に努め、設置された地区から順次収集・保管を
行います。

　

平
成
25
年
度
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
課
題
と

し
、「
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
」
を

取
り
戻
す
よ
う
邁ま
い

進し
ん

し
ま
す
。

　

放
射
能
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
「
白

石
市
除
染
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

優
先
的
に
「
子
ど
も
空
間
」
の
除
染

作
業
を
実
施
し
、す
べ
て
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
で
既
に
作
業
を

終
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
引
き
続

き
「
子
ど
も
空
間
」
を
優
先
し
、
公

園
や
公
共
施
設
な
ど
の
除
染
作
業
を

実
施
し
て
、
空
間
放
射
線
量
の
低
減

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
灰
の
収
集
保
管
は
、

地
域
住
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
地
区
ご
と
の
仮
置
き
場
設
置

に
努
め
、
設
置
さ
れ
た
地
区
か
ら
順

次
、
収
集
保
管
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
空
間
放
射
線
量
や
食
品
な
ど
の

放
射
能
濃
度
の
測
定
を
継
続
実
施

し
、
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
風
評
被
害
を
払
拭

す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

「
第
五
次
総
合
計
画
」
３
年
目

　

平
成
25
年
度
は
「
第
五
次
総
合
計

画
」
の
３
年
目
で
あ
り
、
引
き
続
き

学
校
教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、
児
童
の
確

か
な
学
力
向
上
の
た
め
、
小
学
６
年

生
を
対
象
に
市
独
自
の
「
学
力
定
着

度
調
査
」
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
平
成
25
年
度
、
新
た
に
「
学
び

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

し
、家
庭
学
習
の
習
慣
形
成
と
基
礎
・

基
本
の
定
着
に
努
め
な
が
ら
、
学
力

の
全
体
的
な
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
昨
年
配
置
さ
れ
た
防
災
教
育
主

任
を
活
用
し
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」

が
連
携
し
た
防
災
体
制
の
整
備
や
、

一
層
の
防
災
教
育
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
急
速
な
少
子
化
の
進
展

の
中
、
公
立
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の

配
置
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
教

育
関
係
者
、
地
域
の
代
表
者
な
ど
と

現
状
や
課
題
な
ど
を
幅
広
く
意
見
を

交
わ
し
て
い
く
中
で
、
中
長
期
的
な

公
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
は
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
ふ
る
さ

と
ス
ポ
ー
ツ
祭
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
通
じ
て
、
市
民
の
生
涯
学

習
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
碧
水
園
」「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
」
な
ど
の
文
化
・
体
育
施
設
で
の

事
業
・
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
市
民

の
一
層
の
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　

な
お
、「
碧
水
園
」
で
は
、
昨
年

当
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
囲
碁
交
流
大
会
」
の
縁
で
、
６

月
に
囲
碁
の
タ
イ
ト
ル
戦
の
１
つ
で

あ
る
「
本
因
坊
戦
」
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

う
記
念
事
業
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
文
化
の
継
承
と
創
造
は
、
白

石
城
茶
会
、
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
の
企
画
展
、
武
家
屋
敷

で
の
伝
統
行
事
の
再
現
な
ど
を
通
し

て
白
石
の
歴
史
的
魅
力
を
感
じ
る
場

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
情
緒

を
体
感
で
き
る
城
下
町
回
遊
ル
ー

ト
、
特
に
沢
端
川
流
域
を
活
用
し
た

桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、そ
し
て
、

平
成
24
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
「
沢

端
川
の
環
境
を
守
り
鯉
を
育
て
る

会
」
と
連
携
し
、
沢
端
川
流
域
の
観

光
振
興
を
図
り
交
流
人
口
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

Target1

豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
通
し
、

「
共
汗
・
共
学
・
共
生
」
を
基
本
理

念
と
し
た
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
次
の
世

代
に
誇
り
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
「
ふ
る
さ
と
白
石
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

雇
用
の
確
保
や
製
造
業
の
振
興
な

ど
を
図
る
た
め
の
企
業
誘
致
は
、
昨

年
12
月
、
白
石
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

で
「
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社
」
の
新

本
社
工
場
が
操
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
現
在
、
も
う
一
方
の
区
画
に
、

日
用
品
・
一
般
用
医
薬
品
卸
売
り
大

手
「
株
式
会
社
パ
ル
タ
ッ
ク
」
の
大

型
最
先
端
物
流
セ
ン
タ
ー
、さ
ら
に
、

天
王
工
業
団
地
で
は
、
住
宅
基
礎
鉄

筋
製
造
大
手
「
メ
ー
ク
ス
株
式
会
社

東
北
工
場
」
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ

て
お
り
、
相
次
ぐ
企
業
進
出
は
本
市

に
と
っ
て
復
興
に
向
け
た
大
き
な
原

動
力
と
な
り
、
地
元
雇
用
の
創
出
に

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
弾
み
に
、
今
後
も
、
私

自
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
は
も

と
よ
り
、
宮
城
県
を
は
じ
め
関
係
機

関
や
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
力
を

施政方針
平成25年度

　２月14日、風間康静市長が第403回白石市議会定例会で施
政方針演説を行い、平成25年度の市政運営の基本的な考え
方を明らかにしました。

「共汗・共学・共生」を基本理念に
市民総参画のまちづくりを推進！

次の世代に誇りを引き継ぐことができる
「ふるさと白石」の実現を目指します

合
わ
せ
て
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
に

向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
五
次
総
合
計
画
地
域

計
画
」
に
お
け
る
各
地
区
の
「
ま
ち

づ
く
り
宣
言
」
を
実
現
す
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度
を
創

設
し
、
各
地
区
の
自
主
的
な
活
動
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す

る
提
言
の
場
と
し
て
、
各
地
区
ま
ち

づ
く
り
団
体
な
ど
と
の
「
わ
い
わ
い

ト
ー
ク
」
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
市

民
総
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に

「
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
」
を
取
り
戻
す




